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門
徒
の
力
本
願
寺
の
護
法

蓮
如
五
十
一
歳
の
と
き
、
寛
正
六
年
、
東
山
大
谷
本
願
寺
が
比
叡
山
の
山
門
衆

か
ら
攻
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
を
始
め
に
布
教
中
、
次
々
と
本
願
寺
一
向
一
揆
が

起
こ
っ
て
い
っ
た
。

戦
国
時
代
の
本
願
寺
史
を
調
べ
て
み
る
と
、
山
科
・
石
山
合
戦
や
信
長
の
長
島

攻
め
な
ど
次
々
に
一
揆
が
広
が
っ
て
ゆ
く
。
本
願
寺
が
ど
う
し
て
、
あ
れ
ほ
ど

ま
で
に
ね
ぼ
り
強
い
力
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
又
、
山
科
・
石
山
合
戦
に
は
西
美

濃
の
寺
、
十
ヶ
寺
か
ら
も
三
百
二
十
三
人
も
の
多
数
が
参
戦
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
室
原
の
正
海
寺
と
長
願
寺
の
二
ヶ
寺
で
六
十
余
人
が
参
戦
出
陣
し
て
い
る
。

こ
れ
は
興
味
深
い
こ
と
で
、
郷
土
史
と
し
て
は
是
非
調
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

私
は
特
に
こ
の
一
揆
を
調
べ
る
に
当
た
っ
て
は
、
室
原
か
ら
参
戦
し
た
山
科
・

石
山
防
戦
を
重
点
に
し
た
こ
と
を
ご
理
解
さ
れ
た
い
。
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－
、
比
叡
山
の
僧
兵
東
山
大
谷
の
本
願
寺
を
襲
う

蓮
如
（
五
十
一
歳
）
は
、
寛
正
六
（
一
四
六
五
）
年
に
比
叡
山
と
対
立
す
る
。
一
月
九
日
、
比
叡
山
の
山
門
衆
は
一
向
宗
の

隆
盛
を
危
ん
で
、
そ
の
仏
像
、
教
典
を
焼
く
。
神
明
和
光
を
軽
蔑
し
、
邪
法
を
興
行
す
る
の
は
見
逃
せ
な
い
と
、
討
伐
の
正
当

を
う
た
い
、
早
鐘
を
打
ち
、
大
谷
の
本
願
寺
を
攻
め
破
却
し
た
。
こ
れ
を
寛
正
の
法
難
と
い
う
。
こ
の
時
、
蓮
如
の
下
に
集

ま
っ
た
の
は
、
琵
琶
湖
の
西
岸
の
堅
田
の
人
々
と
湖
南
の
金
森
、
赤
野
井
の
人
々
で
あ
っ
た
。
比
叡
の
山
門
勢
は
こ
れ
を
攻
め

た
。
門
徒
衆
は
防
戦
に
つ
と
め
た
が
、
か
な
わ
ず
退
散
し
た
。
光
明
十
字
名
号
（
一
向
宗
本
尊
）
が
堅
田
の
本
福
寺
に
残
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
湖
西
門
徒
集
団
の
拠
点
が
あ
っ
た
。

こ
の
戦
い
の
終
わ
り
の
、
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
に
な
る
と
、
応
仁
の
乱
が
始
ま
り
、
京
都
は
大
混
乱
と
な
る
。
蓮
如
は

詫
び
状
を
三
月
二
十
八
日
に
交
わ
し
、
こ
の
攻
防
を
終
わ
り
に
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
戦
国
時
代
に
入
り
、
自
力
防
衛
と
な
り
、

一
向
一
揆
の
体
勢
に
入
る
の
で
あ
る
。

東
山
大
谷
本
山
を
捨
て
る

応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
、
蓮
如
は
東
山
大
谷
を
捨
て
、
湖
西
・
南
の
地
に
至
り
、
滞
在
僅
か
で
同
年
五
月
に
は
、

北
国
布
教
の
旅
に
出
る
の
で
あ
る
。

文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
、
北
陸
の
吉
崎
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
に
滞
在
し
て
布
教
を
始
め
た
。
大
谷
を
捨
て
四
年
後

で
あ
る
。

1



二
、
蓮
如
の
吉
崎
で
の
布
教
と
加
賀
一
揆

1
．
吉
崎
の
布
教
は
日
毎
に
盛
ん
と
な
っ
て
、
吉
崎
坊
舎
が
建
て
ら
れ
、
さ
ら
に
盛
大
を
き
わ
め
て
ゆ
く
。

吉
崎
の
布
教
は
四
年
間
で
あ
る
が
、
新
た
な
る
教
典
類
や
名
号
の
制
定
、
大
量
に
下
付
。
行
書
六
字
名
号
、
正
信
偈
、

和
讃
、
親
鸞
回
帰
、
御
文
（
御
文
章
）
で
の
教
化
等
、
布
教
に
力
を
注
が
れ
た
。

2
．
加
賀
一
揆
起
こ
る

文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
、
加
賀
守
護
家
の
長
年
の
内
紛
に
本
願
寺
勢
と
高
田
勢
と
の
対
立
が
か
ら
ん
で
、
北
陸
最
初
の

一
揆
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
紛
争
が
続
い
て
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
、
再
び
大
規
模
な
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
加
賀
守

護
富
樫
政
親
は
倒
さ
れ
て
死
す
。
以
後
本
願
寺
門
徒
が
主
導
権
を
握
る
。

「
一
向
一
揆
と
は
、
法
を
ひ
た
む
き
に
な
っ
て
守
る
。
聖
戦
は
蓮
如
の
佛
法
観
↓
新
興
武
士
権
力
も
信
長
に
向
か
っ
て

石
山
合
戦
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
」

3
．
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
、
蓮
如
は
吉
崎
を
脱
し
、
河
内
へ
逃
が
れ
る
。

4
．
そ
の
後
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
の
信
長
が
越
前
攻
め
に
よ
っ
て
本
願
寺
一
揆
は
平
定
さ
れ
る
。



三
、
山
科
合
戦
起
こ
る
西
美
濃
本
願
寺
門
徒
出
陣

（
室
原
正
海
寺
・
長
願
寺
参
加
）

山
科
に
本
山
を
定
め
、
建
設
す
る
。
文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
に
完
成
。
そ
の
後
約
五
十
年
間
教
団
は
大
い
に
発
展
。

蓮
如
は
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
、
既
に
吉
崎
を
脱
し
河
内
の
出
口
へ
逃
が
れ
、
枚
方
に
於
て
布
教
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

蓮
如
延
徳
元
（
一
四
八
九
）
年

〃
明
應
八
（
一
四
九
九
）
年

実
如
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年

証
如
享
禄
三
（
一
五
三
○
）
年

南
殿
隠
居
し
実
如
九
代
継
ぐ
。

蓮
如
没
す
。
八
十
五
歳
。
（
三
月
二
十
五
日
没
す
）

実
如
没
す
。

証
如
（
十
七
歳
）
十
代
を
継
ぐ
。
同
四
年
に
は
越
前
の
朝
倉
氏
を
破
る
。

（
1
）
山
科
合
戦
起
こ
る
天
文
元
（
一
五
三
二
）
年

敵
は
比
叡
山
と
日
蓮
宗
、
六
角
定
賴
の
四
万
の
連
合
軍
が
共
同
で
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
。
証
如
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

本
願
寺
総
大
將
の
下
間
賴
慶
は
す
ぐ
れ
た
大
將
で
、
風
雲
急
を
知
り
、
各
地
へ
軍
令
を
飛
ば
し
た
。

（
2
）
西
美
濃
十
ヶ
寺
の
出
陣

賴
慶
の
軍
令
を
持
っ
た
信
濃
の
巫
女
と
見
え
し
女
、
近
江
路
か
ら
多
賀
の
山
越
え
で
美
濃
路
へ
か
か
る
。
十
ヶ
寺
法
中

の
室
原
正
海
寺
法
中
門
徒
二
人
、
靜
里
長
源
寺
門
徒
二
人
、
荒
川
勝
光
寺
門
徒
二
人
、
計
六
人
は
、
情
況
急
で
あ
っ
て
、



山
科
本
願
寺
の
詳
細
不
明
の
た
め
山
越
え
に
て
、
山
科
に
赴
く
。
そ
の
と
き
上
石
津
の
時
山
か
ら
江
州
へ
向
か
う
山
中
で
、

巫
女
に
出
会
い
共
に
心
中
を
話
し
合
い
、
疑
い
な
き
情
況
の
急
を
知
り
、
軍
令
書
も
受
け
取
り
、
そ
の
ま
ま
国
元
へ
帰
り
、

西
美
濃
の
十
ヶ
寺
へ
知
ら
せ
た
。
各
寺
は
早
速
準
備
し
た
。

（
3
）
山
科
本
願
寺
本
山
の
戦
況

七
月
八
日
、
手
勢
合
わ
せ
て
六
十
一
人
。
三
手
に
分
れ
て
出
発
し
た
。
同
月
十
三
日
、
山
科
に
到
着
す
る
。
さ
ら
に

同
月
十
四
日
、
兵
具
、
兵
糧
米
を
用
意
し
、
十
ヶ
寺
法
中
の
士
卆
三
百
二
十
三
人
（
内
二
十
三
人
、
軍
上
大
工
）
、

伊
勢
・
伊
賀
越
え
を
し
て
速
や
か
に
参
籠
の
予
定
申
し
上
げ
る
と
、
「
遠
方
の
と
こ
ろ
早
速
參
着
神
明
の
至
り
」
と
の

お
言
葉
。
守
備
に
早
速
つ
き
、
兵
糧
を
用
意
す
る
。
既
に
八
月
二
十
三
日
と
な
る
。
観
音
寺
よ
り
追
々
敵
が
迫
る
。
山
科
の
西

東
北
の
通
り
の
山
々
は
砦
を
か
ま
え
る
。
翌
二
十
四
日
、
卯
の
刻
（
朝
の
六
時
）
筑
地
間
近
く
攻
め
寄
せ
る
。
敵
は
大
將

畠
山
刑
部
大
夫
、
池
田
主
税
之
助
で
、
そ
の
勢
力
一
千
騎
。
本
願
寺
側
は
勇
戦
し
た
が
味
方
は
少
な
く
、
そ
の
上
僧
・

農
民
で
は
敗
軍
と
な
り
、
さ
ら
に
敵
は
火
を
放
ち
た
の
で
、
山
科
を
放
棄
し
て
石
山
に
向
か
っ
た
。
証
如
上
人
は
兵
員
の

姿
に
な
り
、
敵
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
首
尾
よ
く
八
月
二
十
四
日
、
無
事
に
石
山
坊
舎
へ
入
ら
れ
た
。

こ
の
戦
い
は
法
難
急
を
告
げ
、
尾
張
、
美
濃
、
そ
の
他
か
ら
も
一
大
事
と
山
科
に
集
ま
っ
て
来
た
も
の
の
、
山
科
本
山

は
す
で
に
焼
け
て
跡
形
も
な
い
。
あ
わ
れ
さ
に
憤
り
を
感
じ
、
石
山
へ
と
後
を
追
っ
た
。
そ
し
て
、
早
い
者
か
ら
警
護
加

勢
し
た
の
で
、
こ
の
戦
い
は
次
第
に
向
運
に
向
い
て
一
同
は
安
堵
し
た
。

討
死
は
美
濃
勢
二
人
、
手
疵
二
十
七
人
を
出
し
た
。
こ
の
さ
い
の
敵
の
総
大
將
は
細
川
晴
元
で
あ
っ
た
。



◎
西
美
濃
惣
坊
主
衆
十
ヶ
所
組
参
加
者
三
二
三
人

（
御
味
方
各
寺
人
別
記
元
和
三
年
丁
巳
八
月
十
三
日
改
之
）

荒
川

入
方

栗
原

室
原

靜
里

室
原

若
森

綾
野平

北
方

勝
光
寺
六
世
淨
秀
、
并
新
発
意
淨
入
道
、
舎
弟
淨
念
、
士
卆
幸
之
丞
、
和
田
新
六
郎
、

雑
兵
三
十
五
人

光
泉
寺
十
一
世
玄
良
、
並
舎
弟
徳
丸
、
士
卆
飯
沼
喜
藤
太
、
傍
島
八
郎
次
、
雑
兵
三
十
九
人

西
法
寺
開
基
順
誓
、
栗
田
卯
三
郎
、
栗
田
助
左
衛
門
、
雑
兵
十
九
人

正
海
寺
四
世
賢
順
、
士
卆
金
森
又
八
、
大
宅
治
郎
右
衛
門
、
宮
川
善
十
郎
、
安
福
惣
内
、

杉
野
甚
七
、
雑
兵
二
十
三
人

長
源
寺
十
世
智
円
、
並
新
発
意
順
了
、
士
卆
羽
賀
半
左
衛
門
、
早
野
兵
庫
、
早
野
兵
加
、

山
内
茂
平
次
、
雑
兵
三
十
八
人

長
願
寺
第
二
世
了
順
、
士
卆
近
藤
源
左
衛
門
、
青
木
徳
三
郎
、
清
水
半
兵
衛
、
同
庄
蔵
、

雑
兵
二
十
七
人

淨
宝
寺
第
二
世
惠
雲
、
士
卆
吉
田
源
兵
衛
、
同
治
兵
衛
、
佐
藤
六
良
助
、
雑
兵
二
十
八
人

淨
徳
寺
第
三
世
教
恩
、
士
卆
桑
原
利
左
衛
門
、
早
野
勘
左
衛
門
、
雑
兵
二
十
六
人

順
行
寺
第
三
世
順
行
、
士
卆
河
合
六
大
夫
、
同
茂
平
治
、
河
合
治
助
、
雑
兵
二
十
六
人

西
順
寺
第
九
世
了
慶
、
士
卆
渡
辺
甚
左
衛
門
、
井
上
勇
次
、
雑
兵
二
十
六
人



（
4
）
本
願
寺
は
大
坂
石
山
へ
移
動
し
防
禦
戦
と
な
る

こ
の
天
文
元
年
八
月
か
ら
、
十
世
証
如
、
十
一
世
顕
加
の
時
代
に
な
る
。
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
ま
で
石
山
本
山

時
代
で
約
五
十
年
間
戦
い
が
続
い
た
。

天
文
二
（
一
五
三
三
）
年
、
石
山
に
於
て
は
、
八
月
上
旬
よ
り
恨
み
を
も
つ
類
党
は
、
石
山
へ
押
し
寄
せ
合
戦
に
及
ぶ
。

諸
国
よ
り
門
徒
集
ま
り
加
勢
し
た
も
の
の
、
戦
力
劣
り
、
御
一
門
滅
亡
と
あ
っ
て
は
と
決
戦
数
度
に
及
び
、
そ
の
頃
攝
州

を
始
め
、
近
辺
の
加
勢
は
多
く
討
死
。
美
濃
勢
も
討
死
、
手
疵
多
数
と
な
っ
た
。
敵
も
戦
労
し
且
に
阿
修
羅
の
様
相
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
、
数
度
の
決
戦
は
十
月
中
旬
に
至
り
漸
く
や
ん
だ
。

こ
の
戦
い
の
仲
間
の
戦
死
者
の
死
骸
を
集
め
、
葬
式
を
す
る
。
こ
の
こ
と
上
人
お
聞
き
に
な
り
、
御
感
の
余
り
、
戦
労

者
へ
御
拜
顔
さ
れ
里
に
残
し
た
妻
子
の
歎
き
を
あ
わ
れ
み
、
御
寿
像
一
軸
、
御
裏
御
真
筆
下
さ
れ
、
感
状
二
通
を
十
ヶ
寺

の
門
末
へ
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
、
次
の
通
り
。

一
、
今
度
の
戦
場
に
お
い
て
、
報
恩
を
思
い
佛
敵
の
た
め
に
漠
大
の
信
切
ふ
か
く
感
賞
捨
印
の
実
意

に
は
往
還
二
種
の
回
向
を
具
す
謝
徳
の
お
も
い
よ
り
我
、
壽
徳
を
与
う
も
の
な
り

八

月

西

美

濃

十

ヶ

寺

諸

道

場

坊

主

中

門

徒

中

二
、
今
度
の
大
乱
に
つ
き
て
、
佛
祖
の
お
も
い
、
戦
功
奇
特
の
至
り
感
に
た
え
候
全
く
弥
陀
願
力

の
し
か
ら
し
む
る
懸
志
な
ら
ん
と
涕
泣
禁
じ
が
た
く
、
お
ぼ
え
候
な
お
早
く
一
同
に
安
養
淨



土
の
往
生
を
目
出
度
遂
げ
給
う
ふ
べ
く
候

八

月

釈

証

如

美
濃
国
拾
ヶ
所
道
場
坊
主
中

此

時

御

袈

裟

拝

領

右
の
通
り
頂
戴
い
た
し
安
堵
の
思
い
を
な
し
、
御
暇
を
乞
い
、
帰
国
す
る
な
り

攝
州
野
田
福
島
の
勢
も
討
死
あ
る
に
よ
り
、
別
臨
御
書
下
さ
れ
、
そ
の
文
に
言
わ
く
、
今
日
の

合
戦
に
討
死
は
二
十
一
人
の
よ
し
、
い
た
わ
し
き
こ
と
、
あ
り
が
た
く
候
討
死
の
か
た
が
極

楽
往
生
と
げ
候
あ
な
か
し
こ

野

田

惣

中

へ

証

如

御

印

右
の
通
り
下
さ
れ
、
野
田
の
御
坊
に
泊
ま
っ
て
い
た
遠
近
の
御
門
末
大
い
に
喜
び
帰
国
せ
り
。

（
5
）
美
濃
勢
の
帰
国
と
十
三
日
講
の
始
ま
り

さ
て
、
美
濃
勢
の
本
国
へ
か
え
っ
て
、
討
死
の
忌
日
を
弔
い
、
師
檀
来
集
し
て
昼
夜
の
法
事
を
い
と
な
み
、
毎
月
同
様

に
御
影
会
場
廻
し
在
り
て
、
勤
め
続
け
る
に
、
上
人
天
文
二
十
三
年
八
月
十
三
日
、
三
十
九
歳
に
て
遷
化
さ
れ
、
そ
れ
よ



り
此
方
、
御
講
致
日
と
な
し
て
毎
月
十
三
日
講
と
改
め
十
ヶ
所
会
合
す
。
そ
の
後
四
十
年
余
を
経
て
教
如
上
人
は
十
ヶ
所

御
門
末
を
召
さ
せ
証
如
上
人
御
真
影
御
拜
覧
あ
そ
ば
さ
れ
し
に
、
合
戦
毎
に
供
奉
な
せ
し
年
暦
へ
し
故
、
破
損
し
お
る
を

感
ぜ
ら
れ
修
復
下
さ
れ
同
時
に
裏
書
を
な
さ
れ
た
り
。

一
、
拾
ヶ
所
十
三
日
講
の
御
影
、
九
ヶ
所
の
御
門
末
に
て
御
守
護
な
せ
し
に
、
元
和
三
年
に
宣
如
上

人
の
御
聴
に
達
し
、
御
真
影
御
覧
あ
そ
ば
し
、
十
三
日
講
中
へ
書
き
下
さ
れ
し
は
、
東
西
分
派

の
後
九
ヶ
村
の
御
影
に
十
ヶ
村
と
下
さ
れ
し
は
、
教
如
上
人
の
裏
書
の
例
を
引
き
給
い
、
八
十

余
年
の
星
霜
を
経
し
と
い
え
ど
も
、
御
在
せ
の
今
日
を
思
い
、
な
お
有
難
く
待
り
ぬ
さ
り
な

が
ら
、
本
廟
非
情
な
ら
ん
と
き
の
お
流
れ
汲
み
奉
る
御
門
末
、
平
生
に
こ
こ
ろ
が
け
御
法
義

相
続
し
て
討
死
の
人
々
と
お
な
じ
淨
土
の
往
生
を
遂
げ
給
ふ
う
べ
き
こ
と
こ
そ
肝
要
と
ぞ
お
も

ひ
待
り
ぬ

討

死

七

人

手

疵

五

十

九

人

天

保

六

年

未

闊

七

月

日



四
、
信
長
と
戦
う
石
山
合
戦

（
1
）
合
戦
前
の
動
き

永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年

同
一
二
（
一
五
六
九
）
年

元
亀
元
（
一
五
七
一
）
年

同

二

（

一

五

七

二

）

年

顕
如
（
二
代
）
の
時
代
に
信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
京
に
入
る
。

信
長
は
本
願
寺
に
石
山
を
退
去
命
ず
。

本
願
寺
は
、
三
好
、
六
角
、
朝
倉
と
結
び
対
抗
す
る
。
九
月
、
雑
賀
孫
市
の
本
願
寺

入
り
に
よ
っ
て
、
下
間
法
橋
、
法
專
坊
信
照
の
三
大
將
揃
い
対
信
長
作
戦
を
ね
る
。

信
長
は
、
福
島
、
野
田
城
の
拠
点
へ
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
九
月
十
二
日
な
り
。

本
願
寺
は
、
今
の
大
阪
城
の
位
置
に
あ
っ
た
。

孫
市
の
鉄
砲
三
千
丁
は
評
判
が
高
か
っ
た
。

◎
孫
市
の
本
願
寺
入
り
の
風
景

孫
市
の
本
願
寺
入
り
の
服
装
は
、
八
咫
烏
の
黒
染
の
陣
羽
織
で
、
乗
馬
姿
の
入
城
（
寺
）
で
あ
っ
た
。
和
歌
山

か
ら
泉
州
平
野
を
威
風
堂
々
と
進
ん
だ
。
石
山
本
願
寺
の
巨
大
な
山
門
が
靜
か
に
開
い
た
。
阿
弥
陀
堂
、
御
影
堂
、

そ
れ
か
ら
廊
下
続
き
に
白
、
黒
書
院
が
立
ち
な
ら
ぶ
。
御
門
跡
は
百
万
石
以
上
の
動
員
力
あ
る
宗
門
將
軍
で
あ
る
。

石
山
本
願
寺
は
強
大
な
る
一
向
一
揆
に
成
長
し
て
い
る
。

◎
各
地
方
の
－
向
一
揆
の
情
況

1
．
加
賀
一
国
百
万
石
を
平
定
し
た
地
侍
と
合
議
制
の
「
宗
教
共
和
国
」
を
作
り
上
げ
て
、
上
杉
、
朝
倉
に
対
向



し
た
。
蓮
如
の
秘
書
官
下
間
蓮
宗
の
才
腕
よ
る
。

2
．
伊
勢
長
島
を
中
心
に
処
々
の
要
塞
化
は
半
鐘
一
つ
で
武
士
、
百
姓
が
集
ま
り
戦
う
体
勢
で
あ
る
。

3
．
江
州
も
本
願
寺
王
国
で
大
寺
の
要
塞
化
は
半
鐘
一
つ
で
武
士
、
百
姓
を
集
め
戦
う
。

4
．
安
芸
も
本
願
寺
王
国
で
寺
は
城
と
し
て
戦
う
。

本
願
寺
一
向
一
揆
の
宗
教
観

「
死
は
弥
陀
の
世
界
に
行
っ
て
生
る
」

5
．
下
間
蓮
宗
は
本
願
寺
の
家
老
と
な
り
、
軍
事
的
才
腕
に
よ
っ
て
兵
馬
の
指
揮
を
と
る
。

6
．
天
文
二
年
二
月
十
日
、
証
如
は
堺
を
奪
い
、
細
川
晴
元
の
和
に
応
じ
た
。
こ
の
時
、
家
老
の
下
間
蓮
宗
は

足
利
幕
府
の
大
大
名
細
川
晴
元
と
戦
い
、
堺
を
脱
取
し
た
。
晴
元
は
淡
路
に
の
が
れ
た
。
こ
の
時
は
本
願
寺

法
主
（
門
跡
）
を
日
本
の
天
王
と
し
て
、
下
間
蓮
宗
は
幕
府
を
開
き
、
將
軍
と
な
ら
ん
勢
い
で
あ
っ
た
と
、

世
間
で
さ
わ
い
だ
と
い
う
。

7
．
当
時
、
信
長
に
向
か
っ
て
戦
え
る
者
は
本
願
寺
の
み
で
あ
っ
た
。
本
願
寺
は
城
廓
で
あ
っ
た
。
信
長
は
天

下
を
取
り
、
こ
こ
に
城
を
築
く
予
定
を
し
て
い
た
。
当
時
、
堺
は
信
長
の
勢
力
下
で
、
鉄
砲
が
天
文
十
二

年
に
伝
わ
っ
て
か
ら
、
銃
器
・
火
薬
の
大
商
が
行
わ
れ
、
本
願
寺
は
孫
市
と
武
蔵
屋
と
が
密
談
を
し
て
い
た
。

8
．
当
時
の
石
山
本
願
寺
は
城
廊
で
あ
っ
た
。
加
賀
の
築
城
家
が
設
計
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

・
四
方
は
八
丁
堀
で
深
い
。

・
城
壁
が
高
い
。

・
水
利
・
海
運
の
便
、
良
好
で
あ
る
。

以
上
、
本
願
寺
は
当
時
、
蓮
如
以
来
教
団
仕
立
に
成
功
し
、
強
大
な
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
が
わ
せ
る
。



（
2
）
戦
況

元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
九
月
十
二
日
、
第
一
回
目
に
信
長
が
仕
掛
け
た
戦
い
は
、
福
島
・
野
田
の
拠
点
に
対
し
て

で
あ
っ
た
。
福
島
は
大
阪
福
島
区
新
淀
川
・
堂
島
に
囲
ま
れ
る
農
村
の
開
け
た
土
地
で
、
本
願
寺
か
ら
二
里
（
八
k
m
）
の

地
で
あ
る
。
野
田
は
信
長
に
追
わ
れ
た
三
好
氏
の
軍
勢
が
本
願
寺
の
援
助
を
得
て
、
本
国
の
阿
波
で
勢
力
を
盛
り
返
し
て
、

こ
こ
に
城
を
筑
き
か
け
た
心
強
い
城
で
あ
る
。
信
長
は
こ
の
城
に
向
か
っ
て
九
月
十
二
日
、
押
し
寄
せ
る
。
兵
力
二
万
、

信
長
は
直
接
指
揮
を
取
っ
て
攻
め
た
。
三
好
は
苦
戦
し
て
い
る
。
本
願
寺
は
戦
闘
態
勢
を
と
と
の
え
る
。

本
願
寺
は
軍
議
の
半
、
孫
市
が
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
次
々
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
、
二
十
里
（
八
○
k
m
）
四
方
へ
鳴
り
響
き
、

信
徒
・
僧
兵
は
武
装
し
て
集
ま
る
。

孫
市
二
千
人
の
軍
を
率
い
て
闇
の
中
を
西
へ
行
く
。
本
願
寺
徒
歩
隊
は
鋤
鍬
を
持
っ
て
集
ま
る
。
満
潮
に
な
っ
た
ら

堤
を
切
る
。
織
田
軍
は
そ
れ
に
よ
っ
て
水
没
す
る
。
火
薬
は
濡
れ
る
、
鉄
砲
は
う
て
な
い
。
下
間
軍
と
三
好
隊
の
攻
撃
で

織
田
軍
は
天
満
へ
退
い
た
。

第
二
回
の
戦
い
は
、
天
満
の
本
陣
攻
め
で
あ
っ
た
。
寺
と
五
k
m
の
地
点
の
滓
上
江
堤
（
都
島
）
か
ら
守
口
へ
、
稻
の
刈

り
入
れ
の
時
で
あ
る
。
敵
に
取
ら
れ
る
の
で
、
信
長
隊
を
追
い
払
え
と
、
牛
曳
車
五
十
台
、
護
衛
隊
は
島
与
四
郎
千
六
百

人
、
滓
上
江
堤
に
か
く
れ
鉄
砲
三
○
○
○
丁
を
使
い
、
滓
上
江
堤
の
合
戦
と
な
る
。
信
長
は
佐
々
成
政
に
命
じ
、
農
民
を

追
い
払
え
と
、
本
願
寺
は
農
民
護
衛
刑
部
に
兵
五
百
を
引
い
さ
せ
て
敵
に
激
突
し
た
。
こ
の
戦
い
は
本
願
寺
軍
に
有
利
に

終
わ
っ
た
。

石
山
本
願
寺
の
位
置
は
、
守
る
も
攻
め
る
も
低
濕
地
帶
で
、
大
小
堀
・
川
・
堤
・
水
田
と
戦
術
を
駆
使
す
る
こ
と
は
容

易
で
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
守
備
は
地
形
を
知
り
な
れ
て
こ
そ
有
利
に
展
開
し
、
有
利
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
。

信
長
も
秀
吉
も
本
願
寺
を
追
い
払
っ
て
、
自
分
が
城
の
予
定
地
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
経
験
豊
富
な
武
將
の
必
然
の

着
眼
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。



こ
の
（
2
）
の
戦
況
は
初
期
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
攻
防
を
繰
り
返
し
、
初
戦
か
ら
十
一
年
後
の
天
正
八
年
三
月
七
日
に

本
願
寺
光
佐
は
朝
廷
の
斡
旋
に
よ
り
信
長
と
講
話
し
て
終
わ
る
。
光
佐
は
紀
州
に
退
く
。

信
長
は
二
年
後
の
天
正
十
年
に
本
能
寺
の
変
起
こ
る
。

五
、
一
向
一
揆
余
談

蓮
如
は
い
つ
も
一
向
一
揆
で
な
く
真
宗
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
当
時
、
一
向
一
揆
が
ど
う
い
う
こ
と
か

も
わ
か
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
時
代
で
し
た
。

一
向
と
は
辞
書
に
は
「
す
こ
し
も
」
「
－
か
ま
わ
な
い
」
と
あ
る
。
又
一
揆
と
は
土
着
民
と
か
農
民
の
暴
動
と
あ
る
。

む

げ

こ

う

し

ゅ

う

一
向
（
一
揆
の
）
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
一
向
宗
（
衆
）
を
当
時
、
他
宗
の
人
は
、
無
碍
光
衆
・
無
碍
講
宗
・
一
向
宗

（
向
＝
迎
＝
講
）
・
他
力
宗
・
門
土
宗
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ん
で
い
た
。
宛
字
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
成
長
期
の
教
団
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
当
時
、
一
向
は
否
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

蓮
如
が
一
向
宗
で
は
な
く
、
真
宗
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。



六
、
参
考
年
譜

本

山

年

代

西

暦

史

実

親
鸞

存
如
6
2

蓮
如
4
7

5
1
5
3
5
4
5
7
6
0
6
1

6
3

承

安

三

建

仁

二

弘

長

二

建

武

二

長
禄
一

寛
正
一

〃
二
〃
六

応
仁
一

〃
二

文

明

三

〃
六
〃
七

〃
九

〃

一

五

一
一
七
三

一
二
○
二

一
二
六
二

一
三
三
五

一
四
五
七

一
四
六
○

一
四
六
一

一
四
六
五

一
四
六
七

一
四
六
八

一
四
七
一

一
四
七
四

一
四
七
五

一
四
七
七

一
四
八
三

親
鸞
は
日
野
の
日
野
有
範
の
長
男
に
生
れ
る

九
十
九
坊
騒
動
鎮
圧
源
賴
家
時
代
に
越
前
の
黒
田
真
与
が
こ
れ
に
当
る

親
鸞
入
滅
九
十
歳
（
十
一
月
二
十
八
日
）

九
十
九
坊
が
新
田
氏
と
結
び
足
利
に
対
し
た
時
焼
か
れ
た

蓮
如
八
世
を
つ
ぐ
四
十
三
歳
（
存
如
七
代
六
十
二
歳
没
）

正
信
偈
大
意
を
著
す
（
四
十
六
歳
）

御
文
を
著
す
（
四
十
七
歳
）

比
叡
山
僧
兵
が
東
山
大
谷
の
本
願
寺
を
破
壊
近
江
へ
逃
が
る

応
仁
の
乱
起
こ
る

東
国
布
教
に
旅
立
つ

吉
崎
坊
合
を
作
る
盛
大
と
な
る
名
号
・
教
典
・
御
文
大
量
下
付

吉
崎
坊
舎
・
寺
内
町
焼
か
る

加
賀
一
揆
起
こ
る
蓮
如
は
吉
崎
を
脱
し
、
若
狭
↓
河
内
の
枚
方
に
出
る

吉
崎
に
三
年
六
十
一
歳
の
と
き

応
仁
の
乱
終
わ
る
（
十
年
間
続
く
京
都
は
焼
け
野
と
な
る
）

山
科
本
願
寺
完
成
銀
閣
寺
完
成



蓮
如
7
5
歳

実
如
9
代

証
如
1
0
代

長
享
二

延

徳

一

〃
一

〃
一

明

応

八

永
正
一
〇

大

永

五

享

禄

三

〃
四

天
文
一

〃
一〃

二
〃
三
〃
五

一
四
八
八

一
四
八
九

〃〃

一
四
九
九

一
五
一
三

一
五
二
五

一
五
三
○

一
五
三
一

一
五
三
二

〃

一
五
三
三

一
五
三
四

一
五
三
六

北
陸
に
大
規
模
の
一
揆
起
こ
る
守
護
富
樫
正
親
死
す
本
願
寺
門
徒
主
導
権
を

握
る

蓮
如
は
山
科
南
殿
に
隠
居
実
如
に
九
代
を
譲
る

表
佐
宝
光
寺
は
栗
原
山
九
十
九
坊
か
ら
真
宗
に
転
ず

正
海
寺
は
住
職
本
田
学
氏
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
に
九
十
九
坊
か
ら
真
宗

に
転
じ
た
だ
ろ
う
そ
れ
は
山
科
合
戦
に
参
加
し
て
い
る
か
ら

蓮
如
死
す
山
科
本
願
寺
に
於
て
（
八
十
五
歳
三
月
二
十
五
日
没
）

室
原
長
願
寺
は
本
願
寺
末
寺
と
し
て
僧
正
応
が
創
建
す
（
不
破
郡
史
）

実
如
死
同
七
年
光
教
（
証
如
）
得
度
十
歳

十
代
証
如
（
光
教
）
と
な
る
。

一
向
一
揆
越
前
で
朝
倉
氏
を
被
る

山
科
合
戦
始
ま
る
証
如
の
時
代

正
海
寺
賢
順
以
下
二
十
八
人
、
長
願
寺
了
順
以
下
三
十
二
人
参
加

戦
い
不
利
証
如
（
十
七
歳
）
大
坂
へ
逃
れ
る

八
月
二
十
七
日
石
山
本
坊
に
入
る

光
教
は
二
月
十
日
堺
を
奪
う
細
川
晴
元
の
和
に
応
ず

七
月
石
山
坊
合
を
本
山
と
定
め
る

本
願
寺
光
教
即
位
料
献
上
正
親
町
天
皇
即
位

木
沢
長
政
と
摂
津
中
島
で
戦
い
破
れ
る



本

山

年

代

西

暦

史

実

証
如

顕
如
1
1
世

准
如
1
2
世

〃
五
〃
六

〃

一

一

〃

一

二

〃

一

二

〃

一

七

〃
二
三

弘

治

一

永
禄
一
一

〃
一
二

元
亀
一

〃
二

天

正

三

〃
四

一
五
三
六

一
五
三
七

一
五
四
二

一
五
四
三

〃

一
五
四
八

一
五
五
四

一
五
五
五

一
五
六
八

一
五
六
九

一
五
七
○

一
五
七
一

一
五
七
五

一
五
七
六

六
角
定
賴
と
和
す

朝
廷
よ
り
大
僧
都
に
任
官

大
坂
石
山
本
願
寺
を
創
立
す

種
子
島
に
鉄
砲
渡
る

十
一
世
顕
如
誕
生

証
如
「
權
僧
正
」
と
な
る

証
如
八
月
十
三
日
三
十
九
歳
で
没
す
顕
如
十
一
世
と
な
る

信
長
清
洲
へ
移
る

信
長
京
都
に
入
る
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
す
る

信
長
は
本
願
寺
に
石
山
退
去
を
伝
え
る
石
山
合
戦
始
ま
る

信
長
は
本
願
寺
と
戦
う
（
永
禄
十
二
年
～
天
正
八
年
ま
で
約
十
一
年
間
）

本
願
寺
は
三
好
・
六
角
・
朝
倉
と
結
び
信
長
に
対
抗
す

顕
如
は
さ
ら
に
雑
賀
孫
市
・
下
間
法
橋
・
法
専
坊
信
照
の
三
大
將
に
よ
り
作
戦

を
ね
る

信
長
は
伊
勢
長
島
を
攻
め
る

長
篠
の
合
戦
武
田
軍
大
敗

信
長
は
越
前
の
一
向
一
揆
平
定
（
九
月
二
日
）

四
月
四
日
石
山
本
願
寺
を
攻
め
る
。



西
准
如

東
教
如

天
正
五

〃
五
〃
八
〃
八
〃

一

○

〃

一

○

文

禄

一

慶
長
五

〃
七一
八

一
五
七
七

〃

一
五
八
○

〃

一
五
八
二

〃

一
五
九
二

一
六
○
○

一
六
○
二

一
六
一
三

二
月
十
三
日
紀
州
雑
賀
孫
市
を
攻
め
る

十
一
月
二
日
信
長
右
大
臣
と
な
る

三
月
七
日
信
長
は
本
願
寺
の
光
佐
と
和
睦

光
佐
は
石
山
を
落
ち
、
紀
州
さ
ぎ
の
森
へ
行
く

正
海
寺
初
代
賢
龍
（
天
正
十
年
四
月
一
日
（
同
寺
系
図
）
）

本
能
寺
の
変
起
こ
る
（
六
月
二
日
）
信
長
没
す
四
十
九
歳

顕
如
没
す
（
十
一
月
二
十
四
日
）
五
十
歳
没
す

1
2
代

准
如
教
如

｝
慶
長
七
年
｛

お
西
准
如

お
東
教
如

関
ヶ
原
合
戦

東
本
願
寺
派
に
分
れ
る
西
－
東
派
に
分
れ
た

金
龍
山
正
海
寺
三
月
僧
定
龍
創
建
東
派



平
成
十
五
年
四
月
十
五
日

門
徒
の
力
本
願
寺
の
護
法

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
室
原
六
○
一

安

福

彦

七

著
書
『
室
原
の
歴
史
』
三
○
○
頁

冊
子
・
多
芸
郡
金
屋
鋳
物
師

・
室
原
の
曳
車
山

・
室
原
福
源
寺
の
由
緒
と
沿
革

・
石
井
兄
弟
二
十
九
年
目
の
敵
討

・
名
医
北
尾
春
圃

そ
の
他
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